
「掲水報道」の真相一つくられた渇水
利根川水系ダム貯水量急減の原因『ダムの過剰放流J(2016年）

嶋津瞭之（八ッ場あしたの会運営委員）

利根川の取水制限

雨が時折降っていれば、利根川は十分な流量が流れ

ていますので、東京、埼玉などの水道用水、農業用水

などは利根川から必要な水量を取水することができま

す。雨量が少念く、利根川の流量が減ったときは利根

川水系のダムから補給し、取水K支障がないようKし

ます。

利根川水系Kは国土交通省・水資源機構のダムが利

根川の上中流域KS基（図1）、支流の鬼怒川上流K

4基ありますが、今年の利根川潟水で取り上げられて

函1利根川水系8ダム（出典・箇交省のHP)

いるのは東京

都に関係する

前者の8基の

ダムです。

今年は暖冬

で冬の降雪量

が少な〈、ま

た、 5月の雨

量が少なかっ

たというとと

で、利根川水系8ダムの貯水量が急減し、利根川では

6月 16日から 10%の第一次取水制限が行われていま

す。今のと ζ ろ（7月 15日現在）、利根川水系8ダム

の貯水量は1億7千万d前後で横ばいになっていま

すが、 1億5千万illを下回ると、 20%の第二次取水制

限が実施されるととになっだいます。

ζの日ダムの貯水量の減少は急激なものでした。図

2のとおり、 5月 15日頃は4億dを超える貯水量が

あったのですが、その後、急減し、 6月 15日頃には

1億7千万dまで下がりました。 ζの1カ月で2億3

千万dも貯水量が減り、利根川水系8ダムから平均す

ると、毎秒約9orr!の放流が続けられました。
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利根川河口堰から海への過剰流出

しかし、 ζのダムからの放流が必要不可欠な放流で

あったかというと、そうではありません。利根川の最

下流K利根川河口壊があって、そとから海K流すべき

河川I維持用水は河川環境を考慮し、毎秒30rr!と定め

られています闘。ととろが、利根川河口堰の放流量

を見ると、図3のとおり、河口堰で貯留して放流する

ため、日によって変動がありますが、均してみると、

概ね毎秒sorr!の流量が汚口堰から海へ流出していま

した。

〔注〕利根川河口堰ができるまでは利根川の最下流で維持

すべき流量は塩害防止のため、毎秒sorr!でじた。河口堰

ができてその運用で塩害を防止できるようになりました

ので、そのうち、毎秒20rrlを東京や千葉の都市用水とし

て利用する ζ とになりました。その結果、河口堰から下

流で維持すべき正常流量は毎秒30rrlK在っています。

河口部で維持すべき流量が毎秒30ばであるのに、 5

～ 6月Kダムから盛んに放流が行ったときは毎秒50

illも余分に流れており、ダムからの放流が過剰放流で、

あったと考えられます。

8ダムからの放流量を本当K必要な量に抑制してい

れば、今でも 2｛意5千万rrl以上の貯水量を維持され、

今年の夏の利根川における水事情はかなり好転してい

たと考えられます。

ダムの過剰放流を促すダム放流ルール

問題はなぜ、 ζのようなダムの過剰放流が行われる

かですが、ダムの放流ノレーノレそのものが過剰放流を促

すようにつくられています。

利根川の中流に栗橋（埼玉県）という利水の基準点

があります。栗橋地点、で、かんがい期、すなわち、農

業用水が取水する夏場の期間は毎秒12orr!の流量を確

保するようK、上流のダム群から放流する ζとが利根

川水系8ダムの放流のノレーノレになっていIます。

しかし、実際は栗橋地点、で毎秒12orr!の流量を維持

する必要はありません。毎秒70rrlもあれば十分なの

ですが、とのように過大な確保流量が設定さj仏その

ととKよって利根川水系8ダムからの過剰放疏が行わ

れているのです。

私たちはとの問題を 1987年や 1994年の利根川渇

水でも指摘してマスコミにも取り上げられました。ま

た、 1990年Kは同様な視点で利根川水系ダムの放流

ノレーノレの具体的な改善方法を提示した『利根川の水利』

（新沢嘉芽統・元東大教授、岡本雅美・日大教授共著，

岩波書店）が刊行されました。

とのようK以前からダム放琉ノレーノレの問題カf指摘さ

れ、その改善方法が提示されてきているにもかかわら

ず、え主ぜ、いまだにダム放流のノレーノレが改められ友い

かというと、渇水がたまK起きた方が、国土交通省か

らすれば、現在事業中のダムの必要性をアピーノじでき

るからであると考えざるを得ません。

現在、利根川水系では八y揚ダム、思、川開発（南摩

ダム）の事業が進められています。ただし、夏場の利

水容量は八ッ場ダムは 2500万rrl、南摩ダムは 4500

万illですので、｛反Ki::れらのダムがあったとしても、

状況が大きく好転するわけでありません。

それはともかく、たまに潟水が起きると、とれらの

新規ダムの必要性をアピールするととができます。そ

のために、ダムの過剰放流を促すダム放流のノレーノレが

いまだK見直されず、利根川の渇水到来が演出されて

いると考えられます。

〔補足1〕利根川水系8ダムの貯水率

利根川水F系8ダムの有効容量（利水容量）は非洪水

期と洪水調節期（7～9月）で異なります。非洪水期

は46,163万r昔、洪水調節期34,349万rrlで、貯水率を

示す分母が変わります。す在わち、 6月30日の貯水量

18,001万rrlの貯水率は39%でしたが、 7月K入ると、

貯水量はほぼ同じであるのに、貯水率は 52%に変わり

ました。

〔補足2〕矢木沢ダムの隠し水源「発電専用の貯水量」

利根川の渇水の象徴として、マスコミで取り上げら

れるのは利根川最上流Kある矢木沢ダムです。貯水位

が下がり、湖底が露わK在った様子が放映されますが、

それは貯水池の周辺を撮ヮているからであって、貯水

が底をつく状態になっているわけではありません。矢

木沢ダム仕7月15日現在の貯水量が 3,092万rrlで、有

効容量11,550万rri'K対する貯水率は27%です。さら

K、ζの貯水率は発電専用の貯水量を除いて計算した

ものです。矢木沢ダムKは隠し水源ともいうべき発電

専用の貯水量3,820万nlが貯水池の底部K確保されて

います。緊急時十EはEれも使えますので、それを加え

ると、矢木沢ダムの貯水量は 6,739万rrlとなり、有効

容量11,550+ 3,820 三 15,370万nlK対する貯水率は

45%に在ります。

〔補足3〕荒川と多摩川のヲム

東京都水道は利根川以外K多摩川、荒川のダムも利

用し、埼玉県の水道は荒川のダムも利用しています。

多摩川の小河内ダムKは7月15日現在、 13,515万rrl

の貯水量（貯水率73%）、荒川の4ダムKは7月15日

現在、 5,928万dの貯水量（貯水率76%）があります

ので、まだまだ渇水K備えるととができます。

〔補足4）取水制限と給水制限

利根川の取水制限は7月15日現在、 10%の取水制限

ですが、とれは最大取水量を 10%カットするというも

ので、実際K拡5%くらいのカットです。さらに、各

水道は利根川水系とは別の水源、地下水や他水系の水

源も持っていますので、現在、ほとんどの水道は節水

の呼びかけを行っている段階Kあります。したがって、

生活への影響はほとんどありません。

20%の第二次取水制限K入ると、他の水源、が少なh

水道は、給水制限を始めます。給水制限といっても、

断水（時間給水）では在く、減圧給水です。水道がい

つでも使えるが、水の出方が多少悪くなるというもの

です。 1964年の東京オリンピックの年K経験した断水

ではありませんので、生活への影響は深刻まものKは

なりません。
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